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からころステーション研修会交流会 

NPO法人 相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会 

2 月 17 日、石巻市のからころステーションでアウトリーチ事

業に関する研修を行いました。参加した事業所それぞれの取り組

みを共有した後、「なごみ支援カルタ」を通して支援現場の“ある

ある”を語り合い、寄り添う支援の奥深さを共有しました。 

岩手県立大学の三品先生の講義では、震災前後の東北の歩みと 

課題について、改めて向き合う機会とな

りました。（アウトリーチ小笠原） 

 

 

映画「生きて、生きて、生きろ。」をまだご覧になっていない方、なごみ流支援

を垣間見られます。すでに映画を見たという方、米倉さんの解説を聞くことで、

「そんな意味があったのか！」と、再確認できます。皆さま、ぜひ！ 

（理事長 大川） 

受託している事業の 

事業所名が変わりました 

教材に最適な DVD「被災地での依存症者への関わりから読み解く 

～生きることを支えるヒント～」が発売されました 

 

石巻での昼食 
 

←金華鯖丼 
 

サバだし→ 

ラーメン 
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なごみ応援団（NPO 法人の会員）を募集中です！ 
 

1．正会員 

2．賛助会員 

3．寄附 

年会費 

年会費 一口 

10,000 円 

3,000 円 

【新規会員のお申し込み方法】以下の方法で会員申し込み後、郵便振込にて会費を振り込んでください。 

①FAX または郵送での申し込み：会員種別（正会員または賛助会員）・氏名・住所・所属先（職業）・電話番

号・メールアドレスを明記の上、下記住所に申込書を郵送または FAX してください。 

②なごみホームページからの申込み：http://soso-cocoro.jp/ 

ボタンをクリックして申し込みフォームから 

お申し込みください。 

当法人は認定 NPO になりました。当法人への 

会費及び寄附は、寄附金控除の対象になります。 

詳しくはホームページをご覧ください。 

会費・寄附の振り込み方法：郵便振込 

口座番号：02260-0-126825 

口座名義：特非 相双に新しい精神保健福祉をつくる会 

【お問い合わせ】なごみ相馬事務所 

〒976-0016  

福島県相馬市沖ノ内 1丁目 2-8 

電 話 0244-26-9753 

F A X 0244-26-9739 

メール  nagomi@soso-cocoro.jp 

あの人は今！？ 

2020 年 4 月にオープンしたベーグル専門店です。 

村カフェ 753が建っているこの場所は、東日本大震災前に「椏久里珈琲店」があった場所です。飯舘

村の森をバッグに、モダンな古民家の落ち着いた佇まいの「椏久里珈琲店」は、自家焙煎で生まれる香

り豊かなコーヒーを目当てに、村外からも多くの人々が訪れていた人気店でした。 

震災後、原発事故のために全村避難を余儀なくされた飯舘村。「椏久里珈琲店」も福島市に避難し、

2011 年 7 月に福島市で営業を再開して今も変わらず人気店です。 

村カフェ 753はこの飯舘村の旧「椏久里珈琲店」の店舗を借りてオープンしました。 

震災後 6 年を経て、2017 年に避難解除された飯舘村。豊かな自然に恵まれたこの美しい村で、地元

の人たちの“なごみ”の場になりたいと思って営業を続けています。 

 

飯舘村のモットー“までい” 

（手間暇をおしまず、丁寧に、心をこめてという方言）。 

村カフェ 753も“までい”に仕事をすることを心がけて、 

毎日ひとつひとつベーグルを手作りしています。 

また、お店はモノを売る場所だけではなく、人との出会いの場でもあり 

ます。その人との出会いも大事にしてきたいと思っています。 

飯舘村の農産品を活かしたご当地ベーグルがセールスポイント。 

ベーグルを通して、安全で美味しい飯舘村の農作物を知ってほしいと思っています。 

 

田中さんの想い 

私が飯舘村に出会ったのは、2016 年にこころのケアセンターなごみに入職し、当時相馬市の大野台にあっ

た飯舘村の応急仮設住宅に通うようになった時です。その後、縁あって飯舘村にお店を構えることになりま

した。その時に、私を飯舘村に導いてくれたなごみを忘れないように、お店の名前も“753(なごみ)”にし

ました。被災地で働く私の原点はやっぱりなごみだと思います。今年でお店も６年目ですが、いつもなごみ

のみんなに助けてもらっていて、今でもなごみの一員のような気がします。 

 

Q1. 村カフェ 753 の紹介をお願いします 

Q2. 仕事をしていく上で、大切にしていることは？ 

Q3.  村カフェ 753 の魅力は？セールスポイント、特徴は？ 

なごみOB訪問 

今回ご紹介するのは、 

村カフェ 753 の田中久美子さん！ 

http://soso-cocoro.jp/

